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郷
土
研
究
会
の
『
会
誌
伊
和
志
』
創
刊
号
が
、

平
成
二
十
六
年
十
一
一
月
に
発
刊
さ
れ
て
以
来
、
中

外
の
評
判
に
後
押
し
さ
れ
る
形
で
会
の
活
動
が
江

発
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
会
誌
が
全
会
員
が
執
筆
し
た
形
で
中

来
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
大
き
な
要
因
で
す
。

麟
靡
嗜
碧
噂
]
-
〗
詞
暉
紐
麟
翫

と
研
修
旅
行
が
定
着
化
し
て
き
ま
し
た
。
文
化
祭

の
展
示
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
―

ろ
、
人
会
希
望
・
史
跡
散
策
の
会
員
外
へ
の
通
知
―

や
参
加
勧
誘
要
請
な
ど
、
嬉
し
い
回
答
結
果
が
得
―

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
居
住
地
域
に
つ
い
て
身
近

な
様
々
な
事
柄
を
知
り
た
い
と
い
う
、
住
民
及
び

近
隣
の
方
々
の
気
持
ち
の
表
れ
と
解
釈
し
ま
し
た
。
一

そ
こ
で
、
会
員
相
互
の
啓
発
や
交
流
、
一
般
の
―

方
、
特
に
若
い
人
々
へ
の
入
会
参
加
の
勧
誘
も
考
え
―

本
会
の
活
動
報
告
を
簡
単
に
即
時
的
に
情
報
発
信

出
来
る
『
会
報
』
を
、
左
記
の
要
領
で
発
行
す
る

こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

新
た
に
発
行
す
る
『
会
報
』
に
つ
い
て
、

•
名
称
を
「
郷
土
研
通
信
」
と
す
る
。

・
回
数
は
年
二
回
（
六
月
・
十
一
月
）
と
す
る
。

・
会
員
の
研
究
成
果
を
多
く
の
方
々
に
お
知
ら

す
る
（
発
表
の
場
）
。

・
会
員
の
親
睦
を
兼
ね
、
気
軽
に
自
由
に
参
如

で
き
る
場
を
提
供
す
る
（
交
流
の
場
）
。

．

疇

碑

庭

蝉

巴

讐

の

冒

●

翠

且

砂

彗

か
け
る
（
情
報
提
供
の
場
）
。

と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
『
会
報
』
は
、
『
会
誌
伊
和
志
』

に
引
継
ぎ
、
本
保
弘
文
氏
が
担
当
致
し
ま
す
。

会

長
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辞
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平
成
二
十
二
年
に
発
足
し
た
「
郷
土
研
究
会
」
が
、

会
報
の
発
刊
を
見
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
会
の
運
営
が

い
よ
い
よ
軌
道
に
の
っ
た
証
（
あ
か
）
し
と
、
慶
賀
の

念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

『
会
誌
伊
和
志
』
の
刊
行
時
の
あ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

顧

闘

木

島

里

八

祝

九
十
九
里
郷
土
研
究
会
／
役
員

（
平
成
二
十
七
年
度
）

木
島
里
八
（
片
貝
）

篠
崎
純
一
（
西
野
）

川
島
秀
臣
（
西
野
）

齊
藤
功
（
下
貝
塚
）

内
山
い
つ
（
真
亀
）

村
松
英
一
（
田
中
荒
生
）

古
河
達
也
（
不
動
堂
）

伊
東
邦
子
（
東
金
）

川
嶋
俊
江
（
貝
塚
）

山
口
勇
子
（
片
貝
）

清
水
興
（
片
貝
）

山
本
慎
之
助
（
作
田
）

小
澤
君
代
（
真
亀
）

染
谷
佳
子
（
作
田
）

野
嶋
壽
子
（
片
貝
）

藤
代
智
子
（
田
中
荒
生
）

如
騨
竺
罷

・
監

・
書

査 記

・

会

長

・
副
会
長

・
事
務
局
長

・

会

計

編
集
担
当

九
十
九
里
郷
土
研
究
会
の
会
報
『
郷
上
研
通
信
』

創
刊
号
発
刊
に
あ
た
り
、
一
言
、
お
祝
い
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
日
々
、
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
ま
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
も
、
会
報
の
発
行
は
必
要
不

た
、
今
般
の
会
報
編
集
に
傾
注
さ
れ
た
齊
藤
功
会
長
可
欠
と
思
わ
れ
ま
す
。

様
を
は
じ
め
会
員
各
位
の
ご
努
力
に
深
い
敬
意
を
表
し
本
会
の
目
的
に
「
郷
土
が
よ
り
元
気
に
な
る
よ
う
、

ま

す

。

貢

献

す

る

」

と

あ

り

ま

す

。

往

年

の

生

気

溢

（

あ

ふ

）

歴
史
を
辿
る
こ
と
は
、
自
分
の
現
在
を
顧
み
る
契
機
れ
た
町
を
想
起
す
る
に
つ
け
て
も
、
昨
今
の
萎
靡
（
い

と
な
り
、
先
祖
へ
の
感
謝
の
念
を
涵
養
し
、
同
じ
過
ち
び
）
沈
滞
し
た
空
気
に
活
を
加
え
ら
れ
な
い
も
の
か
と

を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
、
こ
れ
を
次
世
代
に
繋
ぐ
こ
と
思
う
こ
と
切
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

に

通

じ

る

と

認

識

し

て

お

り

ま

す

。

今

、

幸

い

に

し

て

、

会

こ

ま

多

士

済

々

の

会

員

を

擁

会
員
の
皆
様
が
、
毎
月
の
研
修
会
を
は
じ
め
、
機
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
「
郷
士
研
究
会
」

会
あ
る
ご
と
に
郷
士
の
歴
史
研
究
に
研
鑽
さ
れ
、
ヽ
L
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
き
ま
す
よ
う
に
祈
っ
て
祝
辞

豊
か
に
人
生
の
励
み
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
羨
睾
と
喝
と
し
ま
す
。

采

の

想

い

を

深

く

し

て

お

り

ま

す

。

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

私
も
町
長
と
し
て
の
公
務
の
傍
ら
、
町
の
あ
る
べ
き

姿
、
か
た
ち
を
求
め
、
歴
史
響
を
ひ
も
と
く
日
々
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
貴
会
の
多
く
の
皆
様
が
生
涯
学

習
と
し
て
郷
土
の
歴
史
・
民
俗
・
文
化
を
深
く
研
究

さ
れ
、
そ
の
成
果
の
発
表
が
楽
し
み
で
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
長
寿
時
代
を
反
映
し
た
、
誠
に
時
宜
を
得
た

企
画
と
高
く
評
価
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
た
に
創
刊
さ
れ
た
会
報
を
通
じ
、
会

員
の
皆
様
の
団
結
が
強
ま
り
、
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

ん
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
会
員
各
位
の
ご
多
幸
を
祈

念
し
て
お
慶
び
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

．
顧

問

会
報

発
行
を
祝
う

九
十
九
里
町
々
長

『
郷
土
研
通
信
』
の
発
行

・
運
営
委
員
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も

く

じ

・
創
刊
の
辞
（
齊
藤
功
）

・
会
誌
発
行
を
祝
う
（
町
長
大
矢
吉
明
）
•
9
9
9
9
9
.
1

・
祝
『
郷
土
研
通
信
』
発
行
（
木
島
里
八
）
．
，
＇
：

l

・
史
跡
散
歩
＼
山
武
・
東
金
編
（
村
松
英
一
）
．
，
．

2

•
隠
れ
た
町
の
史
跡
1
1
1
8
中
西
薬
局
（
齊
藤
功
）
2

・
随
筆
／
古
ぼ
け
た
貯
金
箱
（
内
山
い
つ
）
•
9
9
9
.
3

・
エ
ッ
セ
ー
「
安
来
節
」
（
篠
崎
青
童
）
•
9
9
9
9
9
9
,
.
3

・
元
旗
本
石
谷
氏
子
息
よ
り
の
手
紙

（
川
島
秀
臣
）•
9
ヽ
9
9
.
4

．
洒
ぐ
ら
巡
り
（
染
谷
佳
子
）

4

・
事
務
局

H
誌
（
村
松
英
一
）

4
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4
．
準
県
道
の
「
か
い
が
ら
道
」
④
を
北
へ
。
本
須
賀

よ
り
井
之
内
の
旧
僅
を
進
み
、
か
っ
て
の
大
地
曳
の

網
主
・
斎
藤
淮
洲
を
訪
れ
、
富
裕
な
家
に
相
応

し
い
長
屋
門
を
入
り
、
リ
ホ
ー
ム
中
の
屋
敷
の
内
部
片
貝
西
の
下
地
区
の
片
貝
県
道
沿
い
、
九
十
九
里
バ

を
拝
見
す
る
。
太
く
、
長
い
柱
や
梁
な
ど
に
、
か
っ
ス
「
西
の
下
歩
道
橋
」
停
留
所
に
白
ペ
ン
キ
塗
り
木
造

1
．
公
民
館
に
九
時
に
集
合
し
、
ロ
ビ
ー
に
て
出
席
確
て
の
富
豪
さ
を
改
め
て
垣
間
見
る
。
⑤
二
階
建
て
の
洋
館
が
あ
り
ま
す
。

認
（
参
加
者
十
六
名
）
と
資
料
配
布
。
内
山
副
会
5
．
斎
藤
家
を
出
て
、
小
松
の
木
戸
川
の
道
面
橋
の
近
か
っ
て
、
「
片
貝
海
水
浴
場
の
恩
人
」
と
称
さ
れ
た

長
の
挨
拶
の
後
、
本
日
の

H
程
と
諸
注
意
を
村
松
く
か
ら
「
御
成
新
道
」
を
進
む
。
徳
川
家
康
の
九
中
西
月
華
（
本
名
忠
吉
、

1
8
7
3
S
1
9
5
1
、
明

翡

昇

碍

ぃ

、

自

家

用

車

四

台

に

分

乗

し

、

町

諸

鴨

誓

闘

言

霜

繹

詮

。

い

5
。

麟

詞

。

昭

讐

覧

竺

認

紐

mり
虚

年

廷

麟

2
.
「
海
の
駅
」
、
開
店
直
後
で
来
客
数
は
少
な
い
。
店
6
．
草
深
か
ら
白
幡
八
幡
神
社
へ
。
本
殿
の
前
に
は
東
く
し
て
出
た
月
華
は
、
家
業
の
薬
屋
を
継
ぎ
、
繁
盛

内
に
入
る
と
水
槽
の
い
わ
し
が
目
に
入
る
。
左
手
の
金
の
御
殿
山
か
ら
奉
納
さ
れ
た
根
付
き
の
青
竹
が
立
さ
せ
ま
し
た
。

小
室
に
は
い
わ
し
漁
の
パ
ネ
ル
、
道
具
、
船
な
ど
、
ち
、
そ
の
竹
に
は
麻
で
織
ら
れ
た
白
旗
が
掲
げ
ら
れ
そ
の
傍
ら
、
東
京
の
下
宿
で
一
緒
で
あ
っ
た
原
安
民

か
っ
て
の
い
わ
し
博
物
館
の
展
示
数
に
は
劣
る
が
、
て
い
る
。
本
殿
の
裏
に
は
家
康
が
祭
神
の
「
東
照
宮
」
の
影
響
で
、
文
学
・
文
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

感

動

し

た

。

②

が

あ

る

。

⑧

代

表

例

が

、

片

貝

海

水

浴

場

の

紹

介

で

す

。

中

西

ら

3
．
片
貝
第
一
漁
港
の
河
口
に
行
く
。
以
前
の
緑
の
「
7
．
白
幡
十
字
路
に
は
「
庚
申
神
社
」
が
あ
り
、
こ
こ
地
元
有
志
団
体
「
向
上
会
」
が
片
貝
海
岸
に
海
水
浴

報
久
我
山
」
が
更
地
に
変
貌
し
、
宵
待
草
の
碑
、
真
が
「
一
里
塚
」
跡
と
も
。
新
道
を
造
成
の
と
き
、
場
を
開
設
し
、
無
料
の
休
憩
所
を
設
け
、
多
く
の
海

忠
組
鎮
魂
碑
が
道
路
脇
に
淋
し
く
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
白
旗
を
掲
げ
、
直
線
道
造
り
の
目
安
こ
し
た
水
浴
客
を
呼
び
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
正
岡
子
規
の

昭
和
四
十
四
年
当
時
の
風
景
写
真
を
示
し
な
が
ら
と
い
う
。
⑨
先
の
作
田
川
に
架
か
る
「
神
橋
（
権
俳
句
を
好
み
、
地
元
で
俳
句
結
社
「
濤
声
会
」
を
結

説
明
す
る
。
こ
の
変
わ
り
よ
う
に
参
加
者
は
ど
の
よ
現
橋
）
」
を
渡
り
、
武
射
田
に
。
こ
こ
に
は
「
提
灯
成
し
、
そ
の
振
興
に
務

う
に
感
じ
た
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
。
松
の
碑
」
が
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
一
帯
は
「
豊
成
飛
め
ま
し
た
。

行

場

」

跡

で

も

あ

る

。

⑩

さ

ら

に

、

趣

味

の

写

8
.
「
御
成
新
道
」
を
な
お
西
に
進
み
、
十
文
字
川
に
真
撮
影
で
片
貝
の
漁

架
か
る
「
御
狩
橋
」
を
渡
り
、
右
手
に
「
み
の
り
の
業
、
海
水
浴
場
の
風
景

郷
」
を
見
な
が
ら
進
む
。
か
っ
て
現
在
の
学
芸
高
校
な
ど
を
写
し
、
絵
葉
書

の
ク
ラ
ン
ド
の
脇
に
大
き
な
松
が
あ
り
、
新
道
工
事
や
観
光
案
内
『
九
十
九

の
時
の
目
標
に
し
た
と
い
い
、
高
校
内
に
「
提
灯
松
里
』
を
発
行
し
て
観
光

の

記

念

碑

」

が

あ

る

。

⑪

宣

伝

を

行

い

ま

し

た

。

9
．
東
金
文
化
会
館
に
向
か
う
。
同
館
で
「
上
総
も
薬
局
の
庭
園
は
「
月

め
ん
展
」
が
開
催
中
。
そ
れ
を
参
観
す
る
た
め
て
華
園
」
と
い
い
、
そ
の

東
金
郷
土
研
究
会
の
山
口
会
長
ら
の
出
迎
え
を
受
景
観
は
素
晴
ら
し
く
、

け
る
。
参
加
者
は
感
心
し
な
か
ら
熱
心
に
展
示
物
県
内
外
の
多
く
の
文
化

を
拝
見
し
、
⑫
展
示
室
前
で
山
口
会
長
を
交
え
、
人
が
来
遊
し
ま
し
た
。

集
合
写
真
を
撮
り
、
昼
食
場
所
の
「
と
き
が
ね
湖
」
（
齊
藤
功
）

に
向
か
う
。

1
0
．
天
気
も
よ
く
、

無
風
で
、
展
望

も
よ
い
中
て
の

昼
食
、
さ
わ
や

か
で
最
高
！

約
一
時
間
の
休

憩
。
次
回
の
予

定
を
告
げ
、
公

民
館
へ
。
⑬

午
後
二
時
頃
、

公
民
館
こ
到
着

し
て
解
脳
。

「
事
故
無
く
、

終
了
！
」

九十九里●土研究会 会
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（飯岡一宮線）

十
文
字

Ill

叩街金

）

東
号

・
126

暉

道

12

国

道
ClBCoo 鴫

浜

県

道

）ー
嶺現

宮大楢 （飯岡片貝線）

文九小Jr ■かいがら道④
-t九里橋

貝漁港③

駅②
--- ~ 

九

（飯岡一宮線）． 

史

跡

散

策

（

I
）

s九
十
九
里
・
山
武
・
東
金
編

s

村

松

英

十 九 里

.̀, .. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,. 

i
会
員
募
集
i

.. ,
 ..
 
,
 
.. ,
 
.. ,
 ..
 
,
 
.. 
,
 
.. ,
 

当
会
は
、
「
郷
土
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
研
修
対
象
と
し
、
そ
の
成
果
を
郷
土
に
還

元
し
、
郷
士
が
よ
り
元
気
に
な
る
よ
う
、
貞
献
す
る
こ
と
を

H
的
」
と
し
、
平
成
二
十
二

年
四
月
十
七

8
に
設
立
し
ま
し
た
。

ほ
ぼ
毎
月
、
第
三
士
曜

8
に
中
央
公
民
館
を
会
場
と
し
て
「
例
会
」
を
開
き
、
研
鑽
を
深

め
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
町
内
外
の
史
跡
散
歩
や
研
修
旅
行
、
新
年
会
な
ど
も
開
催
し
て

い
ま
す
。
平
成
一
ぷ
'

4

ハ
年
十
二
月
に
は
会
員
全
員
参
加
に
よ
る
『
会
誌
伊
和
志
』
を
発

刊
し
ま
し
た
（
一
部
八
百
円
で
販
売
中
）
。

現
在
、
会
員
は
五
十
一
二
名
、
会
費
は
年
間
二
千
円
で
す
。

貴
殿
も
当
「
九
十
九
里
郷
土
研
究
会
」
に
参
加
し
、
講
師
の
話
を
聞
い
た
り
、
自
ら
発
表

し
た
り
し
ま
せ
ん
か
！
是
非
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
会
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
（
7
6
)
0
0
8
1
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『

）

一

纏

U
●
土

e置
攣
・
厩
鬱
・

神社
ト字路⑨

白幡八幡 I しヽ
⑧神

浜

*
-
F
I
l
l
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昭和 40年代の中西槃局

第 1号

麗
れ
た
町
の
史
跡
（
1

）

●
土
文
化
の
発
信
基
増

IIIB
中
西
薬
局



来
節
」
を
踊
ら
せ
て
頂
い
た
。
思
っ
た
よ
り
体
の
動
き
、

何
と
か
無
事
に
踊
る
こ
と
が
出
来
た
。
お
ひ
ね
り
が
沢

山
上
が
っ
て
面
目
を
施
し
た
。
我
が
人
生
の
最
後
の
舞

台
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

「

お

母

さ

ん

！

こ

の

古

ぼ

け

今

生

で

最

後

と

な

る

「

安

こ

の

「

安

来

節

」

も

、

随

分

と

長

い

年

月

踊

ら

せ

て

た
貯
金
箱
、
ど
う
す
る
？

．． 
」

来

節

」

を

や

ら

せ

て

頂

い

た

。

頂

い

た

。

西

野

の

祭

り

ば

か

り

で

な

く

、

各

地

の

敬

老

今

H
は

、

離

れ

て

暮

ら

す

長

男

十

月

十

八

日

の

我

が

西

野

の

会

や

文

化

祭

、

何

か

の

催

し

に

頼

ま

れ

る

の

で

あ

る

。

が

、

年

末

な

の

で

神

棚

の

掃

除

な

秋

祭

り

で

あ

る

。

八

年

振

り

私

は

報

酬

は

も

ら

わ

ず

、

気

軽

に

何

処

へ

で

も

出

掛

け

ど

手

伝

い

に

来

て

く

れ

て

い

る

。

の

芸

能

発

表

会

と

い

う

こ

と

て

い

く

の

で

、

頼

み

や

す

い

の

で

あ

ろ

う

か

。

ミ

ス

タ

私

は

、

「

そ

れ

は

お

母

さ

ん

の

宝

で

、

後

輩

た

ち

が

張

り

切

っ

ー

ボ

ラ

ン

テ

ァ

な

の

で

あ

る

。

数

年

前

、

精

神

科

浅

井

も

の

な

の

よ

！

父

親

が

私

の

為

て

計

画

さ

れ

て

い

た

。

内

容

病

院

に

頼

ま

れ

た

が

、

お

昼

ま

で

に

五

回

も

踊

ら

せ

ら

に
買
い
求
め
た
形
見
の
品
だ
か
ら
、
そ
の
位
置
に
戻
し
も
盛
り
沢
山
で
、
古
く
か
ら
れ
た
に
は
、
好
き
と
は
言
う
け
ど
、
大
変
な
こ
と
で
あ

て

ね

！

」

。

の

芸

能

や

獅

子

舞

で

、

一

日

っ

た

。

私
は
、
遠
い
遠
い
昔
の

H
々

が

脳

裡

に

浮

か

ん

で

く

た

っ

ぷ

り

の

発

表

会

で

あ

る

。

養

老

院

や

病

院

で

は

、

結

構

、

知

人

も

居

ら

れ

た

る
。
そ
れ
は
、
昭
和
十
二
年
の
六
月
、
父
母
の
長
女
と
前
回
ま
で
何
時
も
必
ず
踊
ら
せ
て
い
た
「
安
来
節
」
で
、
が
、
皆
さ
ん
の
声
援
で
応
援
し
て
く
れ
た
り
、
美
味
し

し
て
私
が
生
ま
れ
た
日
々
の
こ
と
を
。
母
の
話
に
よ
る
「
今
回
は
如
何
で
す
か
」
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
い
物
も
御
馳
走
に
な
っ
た
り
し
た
。
中
に
は
、
踊
り
を

と
、
そ
の
頃
、
東
金
に
あ
る
女
学
校
へ
進
学
す
る
こ
と
し
か
し
、
現
在
の
私
は
、
病
み
上
が
り
。
昨
年
は
大
教
え
て
ほ
し
い
、
と
い
う
客
も
あ
っ
た
。
敬
老
会
に
も

は
憧
れ
の
一
っ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
十
キ
ロ
も
離
れ
病
を
患
い
、
九
死
に
一
生
を
得
た
身
体
。
歩
行
も
ま
随
分
と
お
世
話
に
な
っ
た
が
、
最
近
は
こ
ち
ら
も
敬
老

た
学
校
へ
進
学
す
る
の
は
徒
歩
で
一
時
間
以
上
も
要
し
ま
な
ら
ず
、
車
椅
子
が
や
っ
と
。
踊
り
は
や
り
た
い
が
、
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

報
た
の
で
、
当
時
の
学
生
は
、
早
朝
、
暗
い
頃
よ
り
登
校
み
っ
と
も
な
い
姿
は
、
人
様
の
前
に
出
し
た
く
な
い
。
我
が
人
生
に
は
、
物
質
的
こ
ま
何
も
残
ら
な
か
っ
た

す
る
の
で
し
た
。
交
通
手
段
と
し
て
自
転
車
が
あ
り
ま
で
も
、
私
は
意
欲
を
燃
や
し
た
。
何
と
か
歩
け
た
ら
、
が
、
人
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
徹
し
て
、
大
い
に
踊
り

会
し
た
が
、
現
在
の
自
動
車
ぐ
ら
い
の
高
額
な
品
で
し
た
踊
り
も
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
歩
く
訓
練
を
す
ま
く
っ
た
人
生
で
あ
っ
た
。

の
で
、
父
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
私
の
為
に
タ
バ
コ
を
れ
ば
、
何
と
か
な
る
。
歩
行
器
を
押
し
な
が
ら
十
日
ほ
す
っ
か
り
晩
年
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
残
り
の
あ
と

会
止
め
、
そ
の
代
金
を
貯
金
し
よ
う
と
、
「
貯
金
箱
」
を
ど
歩
く
訓
練
を
し
た
。
舞
台
づ
く
り
も
、
毎
日
、
歩
僅
か
を
、
悔
い
の
な
く
歩
け
た
ら
幸
い
と
思
っ
て
い
る
。

究

買

い

求

め

て

、

楽

し

み

に

始

め

た

そ

う

で

す

。

優

し

い

行

器

で

見

物

し

た

。

ア

ラ

、

エ

ッ

サ

ッ

サ

ー

で

あ

る

。

研
父
の
姿
を
想
像
す
る
の
で
す
が
．
．
．
．
。
小
道
具
を
出
し
て
み
た
。
旅
も
、
衣
装
も
、
カ
セ
ッ

土
し
ば
ら
く
し
て
、
七
月
七
日
に
日
中
戦
争
が
始
ま
卜
も
健
在
だ
。
獅
子
舞
の
合
間
の
幕
間
の
時
間
を
「
安

●
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
九
月
頃
と
思
い
ま
す
が
、
父
は

里

出

征

し

て

い

き

ま

し

た

。

遠

い

南

の

島

で

、

生

と

死

を

さ

迷

い

な

が

ら

、

内

地

九
母
は
、
生
後
三
ヶ
月
の
乳
呑
児
を
背
負
い
、
面
会
に
に
住
む
妻
や
子
供
た
ち
に
ど
れ
程
、
会
い
た
か
っ
た
こ

十
出
か
け
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
頃
に
な
る
と
、
笑
う
し
と
で
し
よ
う
。
無
念
の
涙
に
暮
れ
な
が
ら
三
十
二
歳
の

九
ぐ
さ
を
覚
え
、
無
心
に
笑
う
我
が
子
を
と
て
も
嬉
し
く
命
が
散
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
や
り
き
れ
な

喜

ん

で

く

れ

た

そ

う

で

す

。

い

気

持

ち

で

一

杯

で

す

。

そ
し
て
、
数
年
後
、
四
歳
の
頃
、
日
中
戦
争
が
終
今
年
は
「
戦
後
七
十
年
」
と
い
う
言
葉
を
ニ
ュ
ー
ス

結
に
よ
り
帰
郷
し
た
父
を
迎
え
に
晴
れ
着
を
装
い
、
四
な
ど
で
耳
に
し
ま
す
が
、
父
さ
え
生
き
て
還
っ
て
く
れ

H

キ
ロ
程
離
れ
た
隣
町
の
バ
ス
停
ま
で
歩
い
て
行
っ
た
日
の
た
な
ら
・
・
・
、
何
度
思
っ
た
こ
と
で
し
よ
う
。

9

思
い
出
、
父
に
会
い
た
さ
一
心
で
大
人
の
方
々
と
一
緒
乳
呑
児
の
時
に
高
校
進
学
の
為
の
自
転
車
代
に
と
、

1

に

行

っ

た

も

の

で

し

た

。

タ

バ

コ

銭

を

貯

め

て

い

た

、

あ

の

「

貯

金

箱

」

の

中

は

、

月
「
も
う
、
父
ち
ゃ
ん
を
ど
こ
へ
も
や
ら
な
い
！
」
と
、
空
の
ま
ま
、
今
は
「
古
ぼ
け
た
貯
金
箱
」
で
す
が
、

3

し
が
み
つ
い
た
と
母
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
母
子
家
庭
の
長
女
と
し
て
貧
困
と
戦
っ
た
人
生
は
、
高

年
そ
れ
か
ら
月
日
が
過
ぎ
、
妹
も
生
ま
れ
、
平
穏
な
校
進
学
の
夢
は
は
か
な
く
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

8

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
た
も
「
大
東
亜
戦
し
か
し
、
母
と
二
人
三
脚
で
歩
ん
だ
半
世
紀
余
り
、

2

争
」
が
始
ま
り
、
父
は
再
び
戦
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
自
分
な
り
に
精
一
杯
生
き
て
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

成
木
枯
ら
し
の
吹
く
寒
い
朝
、
二
度
と
会
え
な
い
別
れ
と
母
は
、
昨
年
、
満
百
一
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た

平

は

．

．

．

．

．

。

が

、

晩

年

は

お

だ

や

か

な

日

々

を

過

ご

し

て

お

り

ま

し

＞
私
五
歳
、
妹
一
歳
、
母
―
―
十
八
歳
の
早
春
で
し
た
。
た
。
心
の
中
に
母
を
偲
び
、
雑
用
に
追
わ
れ
て
い
ま
す

3

そ
し
て
、
待
っ
て
い
た
父
は
、
「
昭
和
十
九
年
八
月
十
が
、
七
十
八
年
過
ご
し
た
現
在
で
も
「
古
ぼ
け
た
貯

v
八
日
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
ヌ
ン
ホ
ル
島
に
て
戦
死
」
金
箱
」
が
私
を
見
守
っ
て
呉
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

の

訃

報

を

受

け

取

り

ま

し

た

。

（

平

成

2

7

年

『

季

刊

雷

鼓

』

第

八

十

五

号

よ

り

）

第 1号

一
、
内
容
は
自
由
。

研
究
論
文
、
随
筆
、

短
編
小
説
な
ど
。

二
、
四
百
字
原
稿
用
紙
―
―
枚
＼
三
枚
（
千
二
百
字

以
内
）

―
―
-
、
原
稿
締
切
日
は
特
に
決
め
て
い
ま
せ
ん
の
で

書
き
上
げ
次
第
、
左
記
の
「
編
集
担
当
」
又

は
事
務
局
長
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
郵
送
で

も
可
で
す
。

四
掲
載
可
及
び
不
可
は
編
集
担
当
会
で
決
め

ま
す
（
本
人
に
連
絡
）
。

五
、
本
会
報
の
発
行
は
、
六
月
と
十
一
月
を
予
定

六
、
編
集
担
当

本
保

0
9
0

内
山

0
9
0

1
6
5
2
 

2
5
4
9
 
5
6
6
7
 

7
2
3
4
 

紀
行
文
、

旅
日
記
、

原
稿
を
左
記
の
要
領
に
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

振
る
っ
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

... 
,
 

i
原
稿
募
集
一
寡
烙

ue文
●
書

．．．
 

醤
字
化
し
鬱
櫨
ん
か
＇

随
筆
／
古
ぼ
け
た
貯
金
箱

内

山

い

つ

ェ
ッ
セ
ー
／

「
安
来
節
」

篠

崎

青

童



諸
家
の
古
文
書
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
十
一
年
前
の
爆

発
事
故
で
散
逸
し
た
文
書
も
、
最
近
整
理
を
完
了
し
、

い
ず
れ
保
管
場
所
も
確
保
さ
れ
、
史
料
目
録
も
作
成

さ
れ
、
町
民
や
研
究
者
に
公
開
さ
れ
る
日
も
近
い
も
の

昨
年
九
月
の
例
会
で
紹
介
し
た
作
田
の
網
主
作
田
家
と
思
わ
れ
る
。

ヘ
宛
て
た
元
地
頭
旗
本
石
谷
氏
子
息
か
ら
の
明
治
二
年

の
手
紙
で
あ
る
。
明
治
新
時
代
の
混
乱
の
中
で
の
旗
本
洒
p
ど
‘
た
ら
澤

K
ッ
（
杜
氏
の
語
顕
）

家
の
苫
難
の
有
様
を
隠
す
事
な
く
伝
え
る
貴
重
な
証

言
で
も
あ
る
。
石
谷
氏
は
、
幕
府
初
期
よ
り
の
徳
川

m（谷
[

佳

i

子

▼

家
の
家
臣
で
あ
り
、
勘
定
奉
行
や
町
奉
行
を
勤
め
、

幕
末
に
は
一
―
千
五
百
石
を
拝
領
し
た
大
旗
本
で
も
あ
っ
初
詣
は
芝
山
仁
王
尊
と
決
め
て
久
し
い
。
古
代
史
好

た
。
手
紙
の
内
容
を
抜
粋
し
て
見
よ
う
。
き
の
私
は
、
古
墳
の
地
が
気
に
入
っ
て
い
る
の
と
、
三

「
先
般
は
妹
縁
組
一
条
に
付
き
一
封
差
出
候
処
、
重
の
塔
が
美
し
く
、
近
く
で
拝
観
で
き
る
の
が
う
れ
し

即
日
御
答
に
て
金
二
十
両
也
御
恵
投
下
さ
れ
、
千
万
い
。

辱
（
か
た
じ
け
）
な
く
大
謝
の
至
り
・
・
・
就
て
は
甚
帰
路
、
息
子
夫
婦
と
酒
ぐ
ら
を
辿
っ
た
。
九
十
九

（
は
な
は
）
だ
御
催
促
に
て
赤
面
の
至
り
に
候
得
共
、
里
周
辺
に
は
酒
ぐ
ら
が
多
く
あ
る
。
昔
は
も
っ
と
多
く

来
る
廿
二
日
先
代
義
徳
院
一
周
忌
に
相
当
り
、
並
び
有
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
立
派
な
長
屋
門
の
あ
る
酒
ぐ

に
六
月
十
一
日
母
麗
心
院
七
周
忌
相
当
に
付
き
、
廿
ら
に
、
先
ず
立
ち
寄
っ
た
。
見
学
コ
ー
ス
に
従
っ
て
入

報
二
日
に
取
越
仏
事
仕
度
候
処
、
御
承
知
の
通
り
六
人
り
、
今
ま
で
一
番
気
に
な
っ
て
い
た
「
水
」
に
つ
い
て

ロ
に
て
日
々
払
物
ば
か
り
に
て
今
日
を
送
り
候
折
柄
、
伺
っ
た
。
ゲ
（
し
め
）
縄
の
飾
ら
れ
た
井
戸
の
深
さ
十

会
先
頃
妹
縁
組
一
条
等
に
て
此
節
柄
と
は
申
し
な
が
ら
、
米
の
所
よ
り
良
い
水
が
出
る
と
い
う
。
千
葉
県
産
の
米

格
物
の
物
入
り
相
続
き
、
実
に
最
早
払
尽
し
候
次
第
、
を
使
い
銘
酒
が
出
来
る
。
千
葉
の
酒
に
つ
い
て
の
資
料

会
実
に
当
惑
致
し
、
亡
父
の
法
事
は
何
卒
滞
（
と
ど
こ
を
頂
い
た
。
中
に
面
白
い
記
事
が
載
っ
て
い
た
の
で
紹

究
う
）
り
な
く
相
尽
し
た
く
と
是
迄
工
風
致
し
候
得
共
、
介
し
た
い
。

妍
中
々
工
風
も
最
早
出
来
か
ね
必
死
の
至
り
に
付
き
、

土
何
共
度
々
の
事
に
て
、
申
込
難
く
候
得
共
、
御
出
府
◇
~
•
高
・
ら
・
か
・0
．
と
◇

鱒
の
硼
（
み
ぎ
り
）
御
持
参
も
下
さ
れ
候
金
子
、
亡
父

里
の
追
善
と
し
て
御
差
越
下
さ
れ
候
様
平
に
御
頼
申
度
呉
「
古
代
に
は
酒
は
女
性
が
造
っ
た
」

九
々
も
旧
脹
（
き
ゅ
う
ろ
う
）
よ
り
相
続
、
此
度
に
て
原
始
的
な
酒
造
法
は
、
木
の
実
を
噛
ん
で
壷
に
吐
き

十
三
度
に
も
相
成
、
申
入
か
ね
候
得
共
出
格
の
訳
を
以
出
し
、
自
然
発
酵
さ
せ
た
。
日
本
で
は
清
浄
な
処
女

r
；
：
あ
と
~
き

九
て
何
卒
前
文
の
義
御
聞
済
下
さ
れ
候
様
御
願
申
候
・
が
米
を
噛
ん
で
吐
き
出
し
た
も
の
を
蓄
え
て
酒
に
し
『
会
誌
伊
和
志
』
に
続
い
て
、
こ
の
『
会
報
』
も

た
。
こ
れ
を
管
理
し
て
い
た
女
性
を
「
刀
自
（
と
じ
～
」
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
回
の
『
会
誌
伊
和

売
り
払
い
物
も
無
く
な
り
、
妹
婚
礼
費
用
は
既
に
と
云
う
。
そ
し
て
、
現
在
も
酒
造
技
術
師
長
を
杜
志
』
と
同
様
に
、
発
刊
（
発
行
）
が
決
ま
っ
て
か
ら

頂
い
た
も
の
A

更
に
父
母
の
法
事
費
用
迄
作
田
家
に
無
氏
（
と
う
じ
）
」
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
こ
か
ら
き
て
い
る
と
企
画
、
会
員
へ
の
告
知
、
原
稿
募
集
、
編
集
、
校

心
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
も
三
度
も
。
平
身
低
頭
、
旧
い
う
。
（
千
葉
の
酒
の
歴
史
は
次
号
と
す
る
）
正
ま
で
の
期
間
が
短
く
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
ミ

H
支

配

者

の

地

位

を

失

っ

た

旗

本

子

息

の

苦

衷

が

表

さ

れ

ス

は

な

い

も

の

か

と

、

冷

や

汗

を

か

き

な

が

ら

見

る

9

て

い

る

。

ま

た

こ

と

に

な

る

。

ま

あ

、

誤

字

・

脱

字

な

ど

の

間

違

い

1

「

当

今

は

家

内

の

外

男

女

四

人

あ

り

、

畑

等

専

（

も

は

、

素

人

で

、

短

い

期

間

で

の

企

画

・

編

集

・

発

行

月

っ

ば

）

ら

造

ら

せ

候

得

共

目

に

見

え

候

益

も

無

く

、

時

で

あ

っ

た

こ

と

を

ご

理

解

の

上

、

ご

了

承

を

頂

き

た

3
宜
（
よ
ろ
）
し
く
候
ハ
A

自

分

ま

か

り

出

て

鼈

元

（

か

い

と

思

い

ま

す

。

年

ま

も

と

）

ま

で

世

話

致

し

候

事

に

て

、

唯

々

落

涙

の

外

本

号

が

創

刊

号

と

い

う

こ

と

で

、

大

変

ご

多

忙

中

に

8

こ

れ

無

く

候

、

先

は

前

件

の

義

急

ぎ

申

入

度

、

余

は

も

か

か

わ

ら

ず

、

町

長

大

矢

様

か

ら

お

祝

い

の

お

言

2

面

会

の

節

申

入

可

（

べ

）

＜

候

」

葉

を

頂

き

ま

し

た

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

成

馴

れ

な

い

畑

仕

事

の

み

な

ら

す

、

台

所

仕

事

ま

で

大

次

号

は

、

六

月

発

行

の

予

定

で

す

の

で

、

第

一

号

の

平

身

の

旗

本

の

子

息

が

や

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

時

代

と

な

っ

た

発

行

・

内

容

を

反

省

し

な

が

ら

、

今

度

は

じ

っ

く

り

＞

の

で

あ

る

。

石

谷

家

は

、

今

後

、

こ

の

難

局

を

如

何

に

と

取

り

組

み

た

い

と

思

い

ま

す

。

ご

意

見

。

ご

感

想

4

切

り

抜

け

て

行

っ

た

も

の

か

。

な

ど

を

お

寄

せ

く

だ

さ

い

。

（

本

保

弘

文

）

く
町
に
は
、
こ
の
外
、
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

第 1号

元
旗
本
石
谷
氏
子
息
よ
り
の
手
紙

ーー

,' 

秀

島

臣

伊
能
忠
敬
物

講
師
渡
辺
一
郎
氏

閉
会
後
、
伊
能
忠
敬
研
究
会
と
交
流
会

.
5
月
1
6
日
町
内
散
策
(
+
九
一
南
西
部
と
真

地
区

案
内
村
松
英
一
氏

例
会
講
話
ぶ
丞
プ
，
時
代
」

講
師
木
島
里
八
氏

.
6
月
以
日

.
4
月
25日

ー
ー
事
寵
肩

B
鯰

記総
＾ム心、本

講 1=

演

記
／
村
松
英
一
―
―

J
R
・
九
十
九
里
町
観
光
協
会
協
賛

「
九
十
九
里
浜
ウ
ォ
ー
ク
」

徳
富
薦
花
碑
解
説
染
谷
佳
子
氏

例
会
講
話
「
わ
が
家
の
歴
史
」

講

師

古

川

寃

氏

例
会
古
文
書
講
座
「
作
田
家
文
書

講
師
川
島
秀
臣
氏

会
員
に
よ
る
発
表

・
十
八
分
の
青
春
染
谷
佳
子
氏

・
農
水
産
統
計
か
ら
見
た
九
十
九
里

甲
野
靖
夫
氏

•
1
1
月2
S
3
H

九
十
九
里
町
文
化
祭
•
発
表

「
町
内
散
策
」
案
内
図
と
解
説

作
成
村
松
英
一
氏

.
1
1
月
2
1
H
史
跡
散
策
「
九
十
九
里
町
・
山
武
市

東
金
市
」

案
内
村
松
英
一
氏

新
会
員
（
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
）

飯
川
守
一
氏
（
西
野
）

電
話

(
7
6
)
8
7
2
2

.
1
2
月
1
9
H
例
会
講
話
「
地
理
学
か
ら
み
た
九

十

九

里

」

講

師

関

信

夫

氏

•
2
8
年1

月
1
6
日
新
年
会
（
よ
し
の
寿
司
に
て
）

•
2

月
2
0
H
例
会
講
義
「
郷
土
の
年
中
行
事
」

講

師

齊

藤

功

氏

会
報
『
郷
土
研
通
信
』

1
号
発
行

役
員
会
（
次
年
度
計
画
な
ど
総
会
に

向
け
て
の
打
ち
合
わ
せ
、

諸
準
備
）

.
3
月
19
日

•
1
0月
1
7
H

•
9

月

1
9日

•
7

月
1
8
日

2
1
H
 


